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▍2007年度の取り組み

３期連続、営業利益計画を達成３期連続、営業利益計画を達成
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2006年3月期
2007年3月期

2008年3月期

計画
（05年10月6日）※1

実績 計画
（07年6月12日）※2

実績計画
（06年4月28日）

実績

ＩＣＴＩＣＴ事業体制事業体制のの強化強化サービス品質サービス品質のの向上向上

※1 米国UNISYS社への商標権等使用料の契約改定に伴い計画変更

※2 ネットマークス社新規連結に伴い計画変更

～重点施策の～重点施策の実施により、特にシステムサービス採算性向上が業績達成に貢献～実施により、特にシステムサービス採算性向上が業績達成に貢献～

「サービス品質の向上」「サービス品質の向上」
＆「ＩＣＴ事業体制の強化」＆「ＩＣＴ事業体制の強化」

単位：億円

重点施策重点施策

取り組みの成果取り組みの成果

連携・統合連携・統合のの実現実現

ネットマークス連携ネットマークス連携

・保守事業統合
・拠点統合準備

品質管理体制の強化（案件審査委員会、行灯システム）
システム組織の最適化（プロジェクト制、要員最適配置）

品質管理体制の強化（案件審査委員会、行灯システム）
システム組織の最適化（プロジェクト制、要員最適配置） ネットマークス連携ネットマークス連携

システムシステムサービスサービス採算性の採算性の向上向上
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単位：百万円

不採算案件赤字額

通常案件売上総利益

売上総利益率
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▍成長計画2008－2009の位置づけ

次なる次なる成長に向けた成長に向けたＩＣＴ市場での事業領域拡大
＆＆ 基盤となる基盤となる収益力向上のための収益力向上のための企業体質のさらなる強化

2009年3月期
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2007年3月期 2008年3月期 2009年3月期 将来将来ビジョンビジョン

：営業利益（億円）

2010年3月期

：営業利益率（連結）
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2.02.0％％

5.85.8％％

6.66.6％％

6.76.7％％

▲

「事業「事業領域領域拡大拡大への着手への着手」」とと
「企業体質「企業体質のさらなるのさらなる強化」強化」

▲
▲

：営業利益率（ﾈｯﾄﾏｰｸｽ連結の
影響を除く）

▲（）内はﾈｯﾄﾏｰｸｽ連結の
影響を除いた金額

6.86.8％％

6.46.4％％

▲

7.17.1％％

事業の本格拡大事業の本格拡大

事業事業機会の発掘機会の発掘

スリム化・効率化スリム化・効率化



3 All Rights Reserved,Copyright © 2008 日本ユニシス株式会社

ＩＣＴ市場での事業領域拡大ＩＣＴ市場での事業領域拡大▍成長計画2008－2009 重点施策①

企業のＩＴ技術者不足（団塊世代の退職、少子化）

次世代通信網（ＮＧＮ）等の普及加速
加速化加速化

「システムインテグレーション事業」に加え、「システムインテグレーション事業」に加え、「ICTサービス事業」に参入

「所有から利用へ」
「ＳＩとＮＩの融合」

中小企業・個人大企業 グローバル

次世代データセンター次世代データセンター
ＩＴ基盤

ミドルウェア
コミュニケーション

・ツール
業務ＡＰ

（ソリューション開発部※2 ）

高品質な保守・運用サービス高品質な保守・運用サービス

ＩＣＴサービスＩＣＴサービス
アウトソーシングアウトソーシング 利用型利用型サービスサービス

CaaS※1 SaaS
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※1 Communication as a Service の略
例えばグローバル・メール・サービスなど

ネットワークを介しネットワークを介し、、必要なサービスを必要なサービスを
いつでもどこでも、安心安全にいつでもどこでも、安心安全に
利用型サービスとしてご提供利用型サービスとしてご提供

業種・業務ノウハウ業種・業務ノウハウ技術力技術力
MicrosoftMicrosoft

※2 専任組織によるソリューションの強化を実施

・SASTIK®

（サスティック）
・RENANDI®

（レナンディ)
に続き
他サービスも
順次ご提供

Cisco SystemsCisco Systems
InfosysInfosys

KDDIKDDI

Sastik®は株式会社サスライトの登録商標です。
RENANDI®は日本ユニシス株式会社の登録商標です。
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保守保守保守

サービス品質管理のサービス品質管理のさらさらなるなる強化強化
 行灯システム等の従来施策に加え、

専任の第三者（特化組織）によるプロジェクト管理の強化（プロジェクト管理部の新設）⇒不採算案件の減少へ

ＢＰＲにより間接業務要員の
直接業務シフトを促進

企業体質の強化企業体質の強化

受注受注受注 開発開発開発 検収検収検収提案提案提案

行灯システム行灯システム行灯システム 全全プロジェクトプロジェクト／随時／随時
プロジェクト
内部チェック

第三者
（特化組織）
チェック

▍成長計画2008－2009 重点施策②

コスト構造コスト構造ののさらさらなる最適なる最適化化

案件審査委員会案件審査委員会案件審査委員会 提案～完了／工程毎･随時提案～完了／工程毎･随時

収益力向上のための収益力向上のための「企業体質の「企業体質のさらさらなる強化」に取り組むなる強化」に取り組む

品質保証部品質品質保証部保証部 工程毎工程毎

プロジェクト管理部プロジェクト管理プロジェクト管理部部 月次月次

ネットマークス連携等による
コスト低減

 人材の有効活用を中心に
総コストの低減・圧縮を図る

2008年3月期

2009年3月期 イメージ図

総総経費経費総総人件費（直接）人件費（直接） 総総人件費（間接）人件費（間接）外注費外注費

総総経費経費総総人件費（直接）人件費（直接） 総総人件費（間接）人件費（間接）外注費外注費



（注）本資料で記述しております業績見通し等の予測数値は、現時点での入手可能な情報による判断および
仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、実際の業績は、
本資料における見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。
また、本資料は投資判断のご参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成した
ものではありません。


